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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、SCANボックスドメインを含むタンパク質をコードします。SCANドメインは、約60アミノ酸からなる高度に保存されたロイシンリッチモチーフで、元々はジンクフィンガータンパク質のサブファミリーに存在していました。この遺伝子は、単独のSCANドメインをコードするものの、ジンクフィンガーモチーフを持たない遺伝子ファミリーに属します。このタンパク質は、転写因子ミエロイドジンクフィンガー1Bに結合し、その機能を制御する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2011年1月],機能：転写活性を制御する可能性があります。,類似性：1つのSCANボックスドメインを含みます。,サブユニット：ZNF202と相互作用します。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；ドメインファミリー；ジンクフィンガー
	画像データ
	

	SCAND1抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	SCAND1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SCAND1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

